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施
設
合
理
化
の
ひ
と
つ
、
県

北
地
域
の
拠
点
と
し
て
完
成
が

待
た
れ
て
い
た
、「
那
須
高
原
支

所
」
が
四
月
よ
り
稼
動
致
し
ま

し
た
。
新
支
所
は
、
県
北
地
域

の
中
心
と
し
て
旧
支
所
か
ら
南

部
に
四
㎞
移
動
し
、
黒
磯
バ
イ

パ
ス
沿
い
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
六
月
よ
り
同
敷
地
内

に
建
設
中
の「
那
須
高
原
Ｃ
Ｓ
」

が
い
よ
い
よ
稼
動
致
し
ま
す
。

効
率
的
な
集
配
送
乳
業
務
を
可

能
と
す
る
構
造
と
、
今
、
消
費

者
が
強
く
求
め
て
い
る
「
安
心

・
安
全
な
牛
乳
」
供
給
に
呼
応

す
る
為
、
最
新
な
設
備
を
導
入

し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
に
は
春
の
農
繁
期
と
な

り
ま
し
た
が
、
農
作
業
事
故
に

は
充
分
ご
注
意
願
い
ま
す
。
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号
線
黒
磯
バ
イ
パ
ス
下
厚
崎
陸
橋
側
）

に
Ｃ
Ｓ
と
並
ん
で
鉄
骨
二
階
建
て
五
五

六
㎡
、
一
階
は
事
務
所
、
二
階
に
は
百

三
十
名
が
収
容
で
き
る
多
目
的
会
議
室

を
備
え
て
お
り
ま
す
。

　

竣
工
式
は
地
域
酪
農
組
合
の
正
副
組

合
長
及
び
青
年
部
･
女
性
会
役
員
の
ほ

か
、
施
工
業
者
・
役
職
員
八
十
名
が
参

席
し
、
地
元
の
黒
磯
神
社
宮
司
の
も
と

神
事
・
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
･
除
幕
式
の
セ

レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
で
は
、
前
田
組
合
長
が
「
合

併
時
か
ら
計
画
を
進
め
て
き
た
、
県
北

地
域
に
お
け
る
施
設
合
理
化
事
業
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
皆
様
の
ご
支
援
･
ご
協

力
に
よ
り
完
成
で
き
た
。
今
後
と
も
、

県
北
地
域
の
拠
点
と
し
て
機
能
を
高
め

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
来
賓

の
山
口
幸
志
県
畜
産
課
長
よ
り
「
広
域

合
併
の
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
活
か
す
施
設

と
し
て
完
成
で
き
た
こ
と
は
誠
に
意
義

深
く
喜
ば
し
い
。
今
後
更
に
組
合
員
と

組
合
発
展
に
寄
与
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
」
と
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

「
新
那
須
高
原
Ｃ
Ｓ
」
建
設
は
、
二

　

今
年
一
月
に
黒
磯
・
西
那
須
野
・
塩

原
の
三
市
町
合
併
に
伴
い
、
在
任
特
例

の
任
期
満
了
に
伴
う
初
の
市
議
選
は
、

三
十
二
名
の
定
数
に
対
し
四
十
二
名
が

立
候
補
し
高
競
争
率
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
市
議
選
に
組
合
員
三
名
が
立
候
補

し
、
即
日
開
票
の
結
果
、
人
見
菊
一
さ

ん
（
戸
田
）、
松
原
勇
さ
ん
（
組
合
理

事　

北
赤
田
）、
高
久
武
男
さ
ん
（
上

中
野
）
ら
全
員
が
当
選
を
果
た
し
ま
し

た
。

　

皆
さ
ん
と
共
に
お
祝
い
を
申
し
上
げ
、

さ
ら
な
る
市
政
に
お
け
る
ご
活
躍
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

か
ね
て
よ
り
建
設
を
進
め
て
来
た

「
新
那
須
高
原
支
所
」
が
完
成
し
、
四

月
十
一
日
開
所
式
を
行
う
と
と
も
に
、

那
須
塩
原
市
下
厚
崎
に
移
転
い
た
し
ま

し
た
。

　

新
支
所
の
移
転
新
設
に
つ
き
ま
し
て

は
、
合
併
時
か
ら
施
設
合
理
化
事
業
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
ク
ー
ラ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン（
Ｃ
Ｓ
）と
合
わ
せ
て
地
域
合
理

化
検
討
会
、
建
設
委
員
会
、
理
事
会
等

で
慎
重
審
議
を
重
ね
、
昨
年
よ
り
Ｃ
Ｓ

建
設
と
同
時
に
進
め
て
参
り
ま
し
た
が
、

一
足
早
く
完

成
と
な
り
ま

し
た
。

　

施
設
は
、

那
須
塩
原
市

下
厚
崎
地
内

の
組
合
所
有

地
（
国
道
四
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か
年
継
続
の
補
助
事
業
関
係
上
、
一
部

今
年
度
分
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
が
ほ

ぼ
完
成
し
、
五
月
二
十
七
日
竣
工
式
を

行
な
い
、
六
月
一
日
よ
り
稼
動
の
予
定

で
す
。

� �������������������

高 久 武 男 氏
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〇
千
円
増
）
の
支
払
い
を
行
な
い
ま
し

た
。市

乳
販
売　

　

新
規
開
拓
･
量
販
店
の
巡
回
訪
問
を

進
め
な
が
ら
拡
販
に
努
め
ま
し
た
が
、

牛
乳
消
費
の
低
迷
、
低
価
格
販
売
競
争

の
影
響
が
続
き
、
実
績
一
六
、
九
二
九

千
本
（
計
画
比
八
Ｏ
・
六
％
）
の
厳
し

い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
生

産
現
場
か
ら
製
品
出
荷
に
至
る
迄
の
徹

底
し
た
品
質
管
理
を
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
し
、

尚
一
層
の
拡
売
に
努
め
、
東
京
明
販
㈱

宇
都
宮
支
店
の
物
流
ル
ー
ト
と
協
調
し

な
が
ら
、
県
内
物
流
の
合
理
化
・
新
規

取
引
先
の
拡
大
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

購　
　

買　

　

指
導
購
買
の
強
化
、
要
望
に
応
じ
た

生
産
資
材
の
供
給
に
努
め
た
結
果
、
濃

厚
飼
料
一
〇
一
、
五
八
八
ト
ン
（
計
画

比
九
七
・
一
％
）、
粗
飼
料
五
六
、
〇
六

二
ト
ン
（
計
画
比
一
〇
〇
・
九
％
）
の

実
績
と
な
り
ま
し
た
。
配
合
・
混
合
飼

　

組
合
の
第
四
年
度
事
業
が
終
了
し
、

各
部
門
と
も
決
算
事
務
の
中
、
新
年
度

事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
各
事
業
の
実

績
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
説
明
会
に

て
詳
細
な
報
告
を
致
し
ま
す
が
、
概
要

を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

生
乳
販
売　

　

組
合
の
生
産
乳
量
は
二
一
二
、
一
八

六
ト
ン
（
前
年
比
一
〇
〇
・
七
％　

計

画
比
一
〇
〇
％
）、前
年
の
う
る
う
年
換

算
す
る
と
前
年
よ
り
一
〇
一
％
増
加
に

な
り
ま
し
た
。
全
国
的
に
生
産
が
低
迷

す
る
な
か
、
前
年
を
上
回
っ
た
こ
と
は
、

規
模
拡
大
進
行
と
増
産
意
欲
の
現
れ
と

推
察
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
品
質
乳
生
産
の
高
揚
と
個

々
の
安
定
経
営
向
上
を
図
る
た
め
、
奨

励
制
度
の
一
部
見
直
し
と
乳
質
共
励
会

を
継
続
し
ま
し
た
。
乳
質
奨
励
金
単
価

を
一
円
か
ら
二
円
に
増
額
見
直
し
し
た

結
果
、
需
要
期
奨
励
･
乳
質
奨
励
金
及

び
生
乳
生
産
対
策
費
等
総
額
三
七
七
、

六
七
〇
千
円
（
前
年
よ
り
二
六
、
五
〇
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平
成
十
六
年
度
事
業
報
告
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料
及
び
粗
飼
料
奨
励
制
度
を
継
続
し
、

総
額
一
七
五
、
六
七
六
千
円
（
前
年
よ

り
二
四
、
五
〇
〇
千
円
増
）
を
支
払
う

事
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
配
合
飼
料

の
価
格
低
減
を
図
る
べ
く
、
直
送
の
推

進
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
し
た
。

指　
　

導　

　

昨
年
十
一
月
か
ら
の
家
畜
排
泄
物
法

施
行
に
対
応
す
る
た
め
、
畜
産
リ
ー
ス

事
業
・
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
を
積
極
的
に

推
進
し
畜
産
環
境
整
備
を
行
う
と
共
に
、

公
社
事
業
や
補
助
事
業
の
活
用
に
よ
る

良
質
な
自
給
飼
料
の
確
保
及
び
生
産
基

盤
強
化
に
つ
い
て
は
、
個
別
巡
回
指
導

を
通
じ
、
経
営
の
安
定
向
上
に
努
め
ま

し
た
。
組
織
活
動
は
、
支
所
事
業
活
動

推
進
協
議
会
に
よ
る
親
睦
交
流
会
・
研

修
会
・
花
の
苗
配
布
等
の
環
境
整
備
、

地
域
酪
農
組
合
・
青
年
部
・
女
性
会
、

外
国
人
研
修
生
受
入
れ
協
議
会
等
の
活

動
を
支
援
し
て
参
り
ま
し
た
。
後
継
者

対
策
事
業
は
、
海
外
派
遣
酪
農
研
修
制

度
に
よ
り
四
名
が
酪
農
先
進
国
で
研
修

を
行
い
ま
し
た
。
第
三
回
酪
農
ま
つ
り

・
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
を
開
催
し
、

来
る
十
一
月
開
催
の
全
共
栃
木
大
会
に

向
け
意
識
の
高
揚
と
組
合
員
の
親
睦
、

消
費
者
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

ヘ
ル
パ
ー
部
門
は
、
専
従
並
び
に
臨

時
ヘ
ル
パ
ー
の
養
成
確
保
に
努
め
、
利

用
組
合
及
び
ヘ
ル
パ
ー
員
と
の
相
互
理

解
と
事
業
の
円
滑
な
推
進
を
図
っ
て
参

り
ま
し
た
。
診
療
部
門
は
、
指
導
型
診

療
業
務
に
向
け
、
公
的
機
関
で
の
研
鍛

に
努
め
ま
し
た
。

　

牧
場
事
業
は
、
県
酪
連
よ
り
受
託
の

土
上
平
牧
場
・
小
林
放
牧
場
を
活
用
し
、

健
全
な
後
継
牛
づ
く
り
や
早
期
繁
殖
検

診
を
取
入
れ
た
結
果
、
受
胎
率
の
向
上

な
ど
前
年
を
上
回
る
成
績
を
得
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
草
地
部
門
は
、

適
期
作
業
に
努
め
た
結
果
、
生
草
換
算

で
五
六
二
ｔ
増
の
自
給
粗
飼
料
を
収
穫

し
ま
し
た
。
ま
た
、
受
精
卵
移
植
事
業

は
、
四
十
八
頭
に
移
植
し
二
十
六
頭
に

受
胎
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

財　
　

務　

　

今
期
加
入
者
は
、
親
子
加
入
を
含
め

十
三
名
、
脱
退
者
が
二
十
八
名
あ
り
ま

し
た
。
資
本
造
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、

各
位
の
ご
理
解
ご
協
力
に
よ
り
、
一
億

三
千
四
百
万
円
増
資
が
で
き
、
自
己
資

本
は
増
資
・
積
立
金
等
に
よ
り
一
億
一

千
七
百
万
円
増
加
で
き
ま
し
た
。
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年
度
始
め
の
組
合
恒
例
行
事
「
酪
農
ま
つ
り
」
を

四
月
二
日
（
土
）、
那
須
塩
原
市
「
県
酪
農
試
験
場
」

に
お
い
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
過
ご
し
や
す
い
気
温
の
中
、
福
田
県
知

事
始
め
多
く
の
来
賓
を
招
聘
し
、
組
合
員
と
家
族
並

び
に
一
般
参
観
者
二
千
三
百
名
が
集
い
、
組
合
員
同

士
の
親
睦
と
消
費
者
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

酪
農
ま
つ
り
の
催
し
と
し
て
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共

進
会
も
併
催
し
、
ふ
れ
あ
い
広
場
で
は
青
年
部
協
力

に
よ
る
子
牛
の
体
重
当
て
・
ミ
ニ
動
物
園
・
ス
ト

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
等
を
行
い
ま
し
た
。
搾
乳
体
験
は
牛

の
体
調
が
優
れ
ず
、
残
念
な
が
ら
中
止
と
し
ま
し
た

が
、
ミ
ニ
動
物
園
は
例
年
通
り
大
変
な
人
気
で
し
た
。

ま
た
、
関
係
業
者
・
機
関
の
ご
協
力
を
頂
き
開
設
し

た
乳
製
品
・
牛
肉
料
理
等
の
特
設
売
店
、
女
性
会
の

ご
協
力
に
よ
る
「
牛
乳
と
ん
汁
」・
地
域
酪
農
組
合
に

よ
る
「
お
で
ん
」
が
、
昼
食
に
振
る
舞
わ
れ
大
変
好

評
で
し
た
。
そ
の
他
、
牛
乳
普
及
協
会
に
よ
る
手
作

り
バ
タ
ー
体
験
・
牛
乳
早
飲
み
競
争
を
行
い
、
生
産

者
と
消
費
者
と
の
交
流
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。
と

ち
ぎ
フ
ァ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
と
ち
ミ
ル
ち
ゃ
ん
」
も
登
場
し
、

子
供
達
に
人
気
を
博
し
て
い
ま
し
た
。

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������
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大
抽
選
会
は
ス
ピ
ー
ド
く
じ
で
行
わ
れ
、
幸
運
に

も
「
旅
行
券
」
や
「
テ
レ
ビ
」
な
ど
が
当
た
っ
た
方

々
は
大
変
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

　

共
進
会
は
未
経
産
牛
四
十
八
頭
、
経
産
牛
五
十
八

頭
の
精
鋭
牛
計
百
六
頭
が
集
ま
り
、
八
部
門
に
お
い

て
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
改
良
成
果
を
競
い
ま
し
た
。
審
査

員
は
、
北
海
道
中
標
津
町
の
酪
農
家
、
久
保
剛
氏
を

迎
え
、
公
正
な
ジ
ャ
ッ
ジ
ン
グ
と
講
評
を
頂
き
ま
し

た
。デ
イ
リ
ー
プ
リ
ン
セ
ス
は
深
山
ユ
リ
香
さ
ん（
那

須
町
）、
小
野
田
千
晴
さ
ん
（
矢
板
市
）、
水
沼
美
子

さ
ん
（
真
岡
市
）
の
三
名
で
、
入
賞
牛
の
リ
ボ
ン
装

着
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
名
誉
賞
は
未
経
産
の
部
で
大
瀧
信

夫
さ
ん
（
市
貝
町
）、
経
産
の
部
で
渡
邉
透
さ
ん
（
那

須
塩
原
市
）、
山
本
訓
さ
ん
（
矢
板
市
）
が
輝
き
ま
し

た
。
今
回
、
第
九
部
「
地
域
酪
農
牛
群
」
を
新
設
し

ま
し
た
。
各
地
域
酪
農
組
合
よ
り
三
頭
一
組
の
群
を

選
考
し
、
審
査
し
た
結
果
、
優
等
賞
一
席
は
那
須
地

域
酪
農
組
合
で
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
開

催
さ
れ
た
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ョ
ウ
で
は
、
一
所
懸
命
牛
を

引
く
子
供
達
に
温
か
い
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
最

優
秀
賞
に
清
水
憲
吾
君
（
那
須
町
）、
優
秀
賞
に
相
馬

蒼
君
（
那
須
塩
原
市
）、
優
良
賞
に
物
井
拓
実
君
（
さ

く
ら
市
）
が
選
賞
さ
れ
ま
し
た
。

�

�

�

�

����

����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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福田知事挨拶久保　剛 審査員 名誉賞を受賞した皆さんと

ジ ュ ニ ア シ ョ ウ

�
�
�
�
�
�������
�
����
�
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デイリープリンセス
深山ユリ香さん
（那須町）

小野田千晴さん
（矢板市）

水沼　美子さん
（真岡市）
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６部　那須塩原市　渡邉　　透 氏 ８部　矢板市　山本　　訓 氏３部　市貝町　大瀧　信夫 氏

未経産の部　名　誉　賞 経 産 の 部　名　誉　賞

７部　一席　大島　秀樹 氏

５部　一席　川田　佳男 氏

４部　一席　岸　勇一郎 氏

２部　一席　高塩　　久 氏

１部　一席　和田　　泰 氏

コージー ロング ロイアーロン ニューウインド クレイタス マーカー マウンティンビュー リーダー ロクシー ET

住　所出 品 者入　賞　牛　名　号出品番号賞部 別
市 貝 町大瀧　信夫コージー ロング ロイアーロン312

名 誉 賞
未 経 産

那須塩原市渡邉　　透ニューウインド クレイタス マーカー610経 産
矢 板 市山本　　訓マウンティンビュー リーダー ロクシー ET810経 産
那須塩原市和田　　泰リージェント ドラマチック チャンピオン121優 等 賞 一 席

第 １ 部 那須塩原市那須拓陽高校タクヨウ マーシャル ビーバー108優 等 賞 二 席
那 須 町伊藤　高行イトリフィック マーチ111優 等 賞 三 席
那須塩原市高塩　　久ハーネスファーム モーリー ルーベンス222優 等 賞 一 席

第 ２ 部 南 那 須 町中山　真介パインツリー クリスマス イブ211優 等 賞 二 席
市 貝 町梶村　健介ＫＺＭＲ ロング エルトン チャンピオン219優 等 賞 三 席
市 貝 町大瀧　信夫コージー ロング ロイアーロン312優 等 賞 一 席

第 ３ 部 矢 板 市井上　栄一ウェルトップ インマーク マリン307優 等 賞 二 席
那須塩原市那須拓陽高校タクヨウ ワーデン ブレンダ ジェスロ309優 等 賞 三 席
那 須 町岸　勇一郎アミダ ラブリンス カウテス403優 等 賞 一 席

第 ４ 部 湯 津 上 村坂主　　豊ジョセフィンファーム ビクトリアス ルドルフ401優 等 賞 二 席
那須塩原市臼井　重忠グリーンスター コランサー モンデシー (B.U.)409優 等 賞 三 席
宇 都 宮 市川田　佳男リバーファーム エスティメイト ダーハム クッキー (B.U.)507優 等 賞 一 席

第 ５ 部 那須塩原市大関　一男ビックバリア チャールズ エンコア セカンド ＥＴ510優 等 賞 二 席
那須塩原市皆川　健介リワード マジェスタ チーフ506優 等 賞 三 席
那須塩原市渡邉　　透ニューウインド クレイタス マーカー610優 等 賞 一 席

第 ６ 部 市 貝 町大瀧　信夫コージー エスディー ダーハム コンテスト(B.U.)601優 等 賞 二 席
那須塩原市佐藤　和幸リバーサイド ダイアモンド エルマー619優 等 賞 三 席
芳 賀 町大島　秀樹エクスパンディング ハーゲン ジョーダン(B.U.)708優 等 賞 一 席

第 ７ 部
那須塩原市人見　泰弘グリーンエバー ウェード リーナ ＥＴ707優 等 賞 二 席
宇 都 宮 市駒場　　久コマバファーム グランド シャーク スコーピオ711優 等 賞 三 席
宇 都 宮 市駒場　　久コマバファーム グランド シャーク スコーピオ711ベストプロダクション
矢 板 市山本　　訓マウンティンビュー リーダー ロクシー ET(B.U.)810優 等 賞 一 席

第 ８ 部
那須塩原市室井　忠則ナガヤン エアスイーツ エルスト805優 等 賞 二 席
那 須 町高井　信二トチギ カーネーション ブレット802優 等 賞 三 席
二 宮 町松山　秀夫グリーンルーフ ジェスロ ケル801ベストプロダクション

那 須 地 域優 等 賞 一 席
第 ９ 部 芳 賀 地 域優 等 賞 二 席

宇河今市地域優 等 賞 三 席
※入賞牛名号内(B.U.)はベストアダーです。
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飲
用
需
要
の
回
復
傾
向
に
は
到
っ
て
お
ら

ず
、
今
後
の
需
要
拡
大
策
に
期
待
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

特
定
乳
製
品
向
け
に
つ
い
て
は
、
生
乳

生
産
量
が
前
年
を
下
回
っ
た
も
の
の
飲
用

向
け
が
大
き
く
下
回
っ
た
こ
と
に
よ
り
四

％
増
と
前
年
を
上
回
っ
て
お
り
ま
す
。

　

組
合
に
お
け
る
乳
質
成
績
は
、
脂
肪
率

が
前
年
並
み
の
成
績
（
四
・
〇
％
）、
無
脂

固
形
分
率
は
前
月
を
や
や
下
回
っ
た
八
・

八
三
％
（
〇
・
〇
三
％
減
）
と
な
り
ま
し

た
。
細
胞
数
に
つ
い
て
は
前
年
を
〇
・
五

五
下
回
る
（
二
三
・
三
万
）
好
成
績
と
な

り
ま
し
た
。

　

三
月
迄
の
乳
量
及
び
乳
質
成
績
は
上
記

の
と
お
り
で
す
。

�　

三
月
一
日
現
在
の
乳
牛
飼
養
動
態
調
査

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

出
荷
戸
数
は
六
九
六
戸
で
し
た
。
期
中

の
酪
農
中
止
者
が
二
〇
戸
で
し
た
が
、
新

規
加
入
（
移
動
者
含
む
）
が
二
戸
あ
り
、

出
荷
戸
数
の
減
少
は
十
八
戸（
二
・
五
％
）

で
し
た
。
昨
年
十
一
月
一
日
か
ら
の
家
畜

排
泄
物
法
施
行
に
よ
る
酪
農
中
止
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
高
齢
や
病
気
等
が
酪
農

�
�
�
�
�
�
�
�
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生
乳
販
売
課

　

前
年
を
大
幅
に
下
回
る
水
準
で
の

　

生
産
続
く
！

　

十
二
月
ま
で
は
前
年
実
績
を
や
や
上
回

る
生
産
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
一
月

以
降
減
少
幅
が
拡
大
し
三
月
は
前
年
比
九

十
八
・
八
％
と
前
年
を
大
き
く
下
回
り
ま

し
た
。

　

支
所
別
に
み
る
と
、
三
月
は
那
須
高
原

支
所
に
お
い
て
は
九
十
七
・
五
％
と
前
年

を
大
き
く
下
回
り
ま
し
た
が
、
宇
都
宮
支

所
に
お
い
て
は
一
〇
〇
・
三
％
と
堅
調
な

生
産
を
示
し
、
県
南
支
所
に
お
い
て
も
一

〇
一
・
四
％
と
前
年
を
上
回
る
伸
び
を
示

し
て
お
り
、
那
須
高
原
支
所
管
内
に
お
け

る
減
少
幅
が
大
き
く
今
後
の
生
産
動
向
が

懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

全
国
の
生
乳
生
産
動
向
に
つ
い
て
は
、

三
月
は
北
海
道
が
一
〇
〇
・
三
％
、
都
府

県
に
お
い
は
九
十
八
・
五
％
、
全
国
で
九

十
九
・
三
％
と
北
海
道
が
回
復
傾
向
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が

か
か
り
ま
し
た
。
累
計
で
は
九
十
八
・
六

％
と
な
り
ま
し
た
。

　

関
東
に
お
い
て
は
九
八
・
二
％
と
相
変

�
�
�
���

�　体細胞数の推移 �　無脂乳固形分率の推移

�　脂肪率の推移 �　乳量の推移 わ
ら
ず
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

生
乳
需
要
の
動
向
に
お
い
て
は
、
飲
用

牛
乳
向
け
は
相
変
わ
ら
ず
低
迷
（
四
・
七

％
減
）
し
て
い
る
も
の
の
、
醗
酵
乳
向
け

に
つ
い
て
は
四
・
二
％
増
と
前
月
に
引
き

続
き
回
復
傾
向
を
示
し
て
お
り
ま
す
が
、
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〔単位：頭，千円（税込）〕

551　
 以上

501　
 ～550

451　
 ～500

401　
 ～450

351　
 ～400

～350
平均
価格

成立
頭数

開催日市場名

152173668825344094月 7日十　　勝

15267196215542474月13日釧　　路

2441706415555435034月14日根　　室

65131611425242734月15日豊　　富

1201779428715204274月20日北　　見

14419382331025284644月21日十　　勝

87791138610434115352,323合　　計

1,3136782546811155562,339前　　月

75 361840112853275231,980前年同月

４月ホクレン初妊牛市場成績
〔単位：円（税込）〕平成17年４月

平　 均最　 低最　 高平均体重成立頭数種　 別市場名

４７,１３３５,２５０６９,３００－１３５ホルス雄

十
五
日

西
那
須
野

１５６,６８６８８,２００２０２,６５０－８０Ｆ１雄

９３,９１７２２,０５０１４２,８００－６３Ｆ１雌

６１,２００５２,０００７４,０００７２５ホルス雄
二
十
七
日

館　

林
１５９,８１８５６,０００１９２,０００７２１１Ｆ１雄

１２４,５００７６,０００１５５,０００７１１０Ｆ１雌

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

家 畜 市 場 成 績

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

中
止
の
主
た
る
理
由
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

飼
養
頭
数
は
、
三
八
九
五
四
頭
と
前
年

よ
り
二
九
五
頭
（
〇
・
七
％
）
減
少
し
ま

し
た
。
一
戸
当
り
の
飼
養
頭
数
は
五
六
頭

（
一
・
〇
頭
増
）
で
し
た
。

　

内
訳
を
見
ま
す
と
、
経
産
牛
が
二
六
四

三
〇
頭
で
あ
り
一
四
九
頭
（
〇
・
六
％
）

減
少
し
ま
し
た
。
未
経
産
牛
（
初
妊
牛
・

育
成
牛
・
外
部
預
託
牛
）
は
一
二
五
二
四

頭
で
あ
り
一
四
六
頭
（
〇
・
一
％
）
減
少

し
ま
し
た
。
飼
養
頭
数
に
対
す
る
未
経
産

牛
の
割
合
は
、
三
二
・
二
％
（
〇
・
一
％

減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

飼
養
頭
数
の
減
少
理
由
と
し
て
、
出
荷

戸
数
の
減
少
（
二
〇
戸
・
飼
養
頭
数
三
六

二
頭
）
が
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

新
規
加
入
者
（
二
戸
）
に
よ
る
一
三
〇
頭

増
が
あ
り
ま
し
た
が
、
全
体
で
は
減
少
基

調
で
す
。

　

分
娩
予
定
頭
数
（
三
月
〜
八
月
）
に
つ

い
て
は
、
月
平
均
一
九
八
二
頭
の
分
娩
予

定
が
あ
り
、
累
計
で
は
前
年
を
一
一
六
頭

上
回
っ
て
お
り
ま
す
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
四
・
五
月
の
分
娩
頭
数
が
前
年
を
下

回
っ
て
お
り
、
六
月
以
降
に
上
回
る
状
況

で
す
。

　

飼
養
頭
数
の
減
少
に
よ
り
生
乳
生
産
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
安
定
し
た

生
乳
生
産
に
向
け
て
、
計
画
的
な
導
入
や

県
内
外
放
牧
場
を
活
用
し
た
、
後
継
牛
の

確
保
に
努
め
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
分
娩
予
定
頭
数
が
六
月
以
降
に

集
中
し
て
い
る
為
、
分
娩
時
の
事
故
や
受

胎
率
の
低
下
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
良
質
粗

飼
料
の
確
保
や
、
カ
ウ
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
を

含
め
た
分
娩
前
後
の
飼
養
管
理
に
重
点
を

置
き
、
周
産
期
病
等
の
疾
病
予
防
や
事
故

防
止
対
策
の
取
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

乳牛飼養動態調査表
平成17年３月１日現在　

月　別　分　娩　頭　数
１戸
平均
飼養
頭数

飼　　　養　　　頭　　　数

出荷
者数

調査
年月

支所別
合計８月７月６月５月４月３月合計

外部
預託
牛　

育成牛
未種付
牛　　

成　　　　　牛

小計初妊乾乳搾乳

7,1741,3231,2981,2961,0871,0371,13356.323,3169864,74517,5852,0971,90613,582414H17.03

那須高原
支 所

7,1481,2481,3131,1171,1531,2371,08055.823,5871,0324,80017,7552,1711,97313,611423H16.03

2675－15179－66－200530.6－271－46－55－170－74－67－29－9増　減

1,96538635532227130832353.06,9482871,5255,1367195263,891131H17.03

宇 都 宮
支 所

1,99434235434329130236251.76,9293141,4895,1266965843,846134H16.03

－29441－21－206－391.319－27361023－5845－3増　減

2,75348548941137741357857.58,6902381,2187,2347097045,821151H17.03

栃木県南
支 所

2,63440947635738549451355.68,7331801,2797,2747097515,814157H16.03

119761354－8－81651.9－4358－61－400－477－6増　減

11,8922,1942,1422,0291,7351,7582,03456.038,9541,5117,48829,9553,5253,13623,294696H17.03

合　計 11,7761,9992,1431,8171,8292,0331,95555.039,2491,5267,56830,1553,5763,30823,271714H16.03

116195－1212－94－275791.0－295－15－80－200－51－17223－18増　減
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大
き
な
環
境
問
題
を
抱
え
て
い
る
が
、

今
回
の
万
博
で
は
、
自
然
の
持
つ
す
ば

ら
し
い
仕
組
み
と
命
を
学
び
、
多
彩
な

文
化
・
文
明
の
共
存
す
る
新
し
い
社
会

構
築
を
目
指
そ
う
と
世
界
一
二
〇
カ
国

が
参
加
し
て
い
る
。

　

と
り
わ
け
、
話
題
を
呼
ん
で
い
る
の

が「
冷
凍
マ
ン
モ
ス
」。
一
万
八
千
年
と

も
い
わ
れ
る
シ
ベ
リ
ア
か
ら
発
掘
さ
れ

た
雄
の
頭
部
や
左
前
脚
が
展
示
さ
れ
て

い
る
。
入
場
待
ち
二
時
間
は
普
通
と
い

う
人
気
ぶ
り
の
よ
う
だ
。

　

わ
が
日
本
館
の「
地
球
の
部
屋
」で
は
、

三
百
六
十
度
ス
ク
リ
ー
ン
に
よ
り
、
海

中
や
宇
宙
を
実
際
浮
遊
す
る
感
覚
が
味

わ
え
る
と
い
う
。
昭
和
四
十
五
年
の
大

阪
万
博
に
続
く
二
十
一
世
紀
最
初
の
大

イ
ベ
ン
ト
、
是
非
見
学
し
た
い
ひ
と
つ
。

�
�

�

　

今
年
も
プ
ロ
野
球
・
ゴ
ル
フ
・
Ｊ
リ

ー
グ
が
一
斉
に
始
動
し
た
。

　

新
規
参
入
・
経
営
譲
渡
等
で
話
題
を

呼
ん
だ
プ
ロ
野
球
、
主
力
選
手
十
七
名

が
米
国
修
行
中
の
な
か
、「
改
革
元
年
」

と
銘
打
ち
、
セ
・
パ
リ
ー
グ
交
流
戦
を

導
入
す
る
な
ど
人
気
回
復
に
躍
起
だ
が
、

フ
ア
ン
離
れ
は
依
然
続
く
。

　

対
象
的
な
の
が
人
気
上
昇
中
の
女
子

ゴ
ル
フ
界
、
若
手
新
人
の
活
躍
･
台
頭

著
し
く
、
は
つ
ら
つ
し
た
プ
レ
ー
を
魅

せ
て
く
れ
る
。
更
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
増

幅
す
る
勢
い
に
あ
り
、
今
後
の
た
た
か

い
が
お
も
し
ろ
い
。

�
�

�
　

「
と
ち
ぎ
フ
ア
ー
ム
フ
エ
ス
タ
２
０

０
５
」
開
催
ま
で
あ
と
五
ヶ
月
と
せ
ま

る
。
単
な
る
共
進
会
の
み
な
ら
ず
、
広

く
県
民
は
じ
め
多
く
の
方
々
が
参
加
で

き
る
よ
う
事
務
局
は
連
日
準
備
に
追
わ

れ
て
い
ま
す
。
本
大
会
が
成
功
さ
れ
ま

す
よ
う
皆
々
様
か
ら
も
Ｐ
Ｒ
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

（
Ｙ
）

　

桜
花
か
ら
ツ
ツ
ジ
・
ふ
じ
・
ボ
タ
ン

等
々
が
一
斉
に
咲
き
誇
り
、
新
緑
が
ま

ば
ゆ
い
季
節
と
な
る
。

　

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
は
、

好
天
と
連
続
休
日
に
恵
ま
れ
、
行
楽
地

は
終
日
く
る
ま
・
車
の
列
。
県
内
で
一

際
に
ぎ
わ
っ
た
の
が
「
益
子
陶
器
市
」

と
「
ツ
イ
ン
リ
ン
ク
も
て
ぎ
」
の
よ
う
。

　

連
休
里
帰
り
し
た
子
供
・
孫
達
。
丁

度
田
植
え
最
盛
期
と
あ
っ
て
素
足
で
手

伝
っ
て
く
れ
る
。
田
植
え
、
自
然
と
の

ふ
れ
あ
い
体
験
、
旬
の
味
覚
は
、
ま
さ

に
食
育
の
源
で
あ
り
、「
瑞
穂
の
国
」
古

来
の
田
植
え
を
伝
承
し
た
い
。

�
�

�

　

「
自
然
の
叡
智
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
、

愛
知
万
博
も
連
日
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

地
球
は
今
、
温
暖
化
に
見
ら
れ
る
よ
う

定
年
退
職
（
三
月
三
十
一
日
付
）

市
乳
販
売
部
部
長　

谷
村　
　

淳

県
南
支
所
経
済
課
課
長　

大
島　

和
夫

西
那
須
野
Ｃ
Ｓ
所
長　

村
上　

隆
一

ふ
れ
あ
い
牧
場
係
長　

黒
崎　
　

勝

那

須

高

原

Ｃ

Ｓ　

薄
井　

一
平

退　
　

職

（
三
月
三
十
一
日
付
）

栃
木
事
業
所
所
長　

鈴
木　
　

実

県
南
支
所
経
済
課　

吉
田　

良
一

（
四
月
三
十
日
付
）

四
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�二
 
　

四
月
分
生
産
者
支
払
乳
価
に
つ
い
て

　

�三
 
　

平
成
十
七
年
度
生
乳
計
画
生
産

自
主
申
告
に
つ
い
て

　

�四
 
　

第
四
回
酪
農
ま
つ
り
結
果
報
告

に
つ
い
て

　

�五
 
　

乳
牛
飼
養
動
態
調
査
報
告
に
つ
い
て

協
議
事
項

　

�一
 
　

三
月
度
及
び
十
六
年
度
事
業
実

績
に
つ
い
て

　

�二
 
　

平
成
十
六
年
度
乳
質
共
励
会
表

彰
に
つ
い
て

　

�三
 
　

那
須
高
原
Ｃ
Ｓ
竣
工
祝
賀
会
に

つ
い
て

�
�
�
�

職
員
人
事

宇
都
宮
支
所
購
買
課
課
長　

北
山　

正
一

新
規
採
用

酪
農
と
ち
ぎ
職
員
募
集

採
用
予
定
者

　

大
卒
以
上
‥
若
干
名

応
募
資
格

　

平
成
一
五
年
三
月
以
降
に
卒
業
し
た

方
及
び
十
八
年
三
月
卒
業
見
込
の
者

筆
記
試
験
日
時

　

平
成
十
七
年
七
月
下
旬

願
書
締
切
日

　

平
成
十
七
年
六
月
三
十
日

願
書
提
出
先

　

〒
三
二
一
　｜
 

〇
九
〇
五

　

宇
都
宮
市
平
出
工
業
団
地
５
番
８

　

酪
農
と
ち
ぎ
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　

総
務
部
総
務
課

　

℡
〇
二
八
　｜
 

六
六
〇
　｜
 

二
二
一
一

出
願
手
続
・
そ
の
他

　

詳
し
く
は
、総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

��
��
��
��
��
��

診
療
課
課
長
補
佐

　

吉
成　

正
晴

宇
都
宮
支
所
指
導
課

　

町
田
み
ず
き

県
南
支
所
指
導
課

　

前
原　

駿
佑




